
。

「家やまちの絵本」コンクール・大人の部 2020 年度

募集にタイトル「長屋門ものがたり」を応募しまし

た。お陰様で委員長賞を受賞しました。前編を掲載

しましたのでご高覧ください。

この物語は、長屋門に関して見聞きしたことをもの語

りと絵にまとめてみました。

2020.11 植木



長屋門ものがたり

―お嫁さんがくる―

文と絵：植木 秀視
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本家の屋敷はとても広く、正面には長屋門がありまし

た。分家は敷地も狭く、長屋門はありませんでした。

本家は、村役人である名主を幕府から仰せつかってい

たので長屋門を持っていました。村には唯一の立派な

長屋門です。

本家 分家



この頃、名主や村役人以外は長屋門を造ることは

できませんでした。

分家の僕の家には長屋門がなく、本家の長屋門が

羨ましくて、よく眺めていました。



本家の従兄弟たちや近所の友だちと、

夏の暑い日や雨の日には、長屋門の

真ん中にある入口でメンコや毬つき

などをして遊んでいました。
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今日は端午の節句、天気がいいし外

に出てみんなで菖蒲打ちをして

大騒ぎです。



年月がたち江戸時代も終って明治時代

になったとき、僕は成長し青年になって

いました。

休憩時や農作業の行き帰りに本家の長屋

門を見ると、農具を入れたり農作業をす

るのに便利そうなので、羨ましく思いま

した。



そんなある日、分家の僕に縁談がありました。

この地方の慣習でお嫁さんは自分の家より北の

方角にある家からもらうことになっていました。

そのお嫁さんは長屋門のある家の人でした。


